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(57)【要約】
【課題】表裏２枚の表面材を有するカーテン材の製作工
程を容易化し、且つ意匠性を向上させた間仕切り装置を
提供する。
【解決手段】本発明の間仕切り装置は、折り畳み可能と
したカーテン材１を備える間仕切り装置であって、この
カーテン材１は、表裏２枚の表面材２Ａ，２Ｂ（表側の
表面材２Ａ及び裏側の表面材２Ｂ）と、その表裏２枚の
表面材２Ａ，２Ｂの各面が対面するように並設した状態
で表裏２枚の表面材２Ａ，２Ｂを掴持するフレーム３と
、表裏２枚の表面材２Ａ，２Ｂの折り畳み部位にて、当
該フレーム３の端部を回動可能に支持する蝶番４と、そ
の蝶番４に支持される上下方向に延在する２本の保持棒
５Ａ，５Ｂと、を備え、表裏２枚の表面材２Ａ，２Ｂは
、各蝶番４の当該２本の保持棒５Ａ，５Ｂ間を通るよう
にして配設されている。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　折り畳み可能としたカーテン材を備える間仕切り装置であって、
　前記カーテン材は、
　表裏２枚の表面材と、
　前記表裏２枚の表面材の各面が対面するように並設した状態で前記表裏２枚の表面材を
掴持するフレームと、
　前記表裏２枚の表面材の折り畳み部位にて、当該フレームの端部を回動可能に支持する
蝶番と、
　前記蝶番に支持される上下方向に延在する２本の保持棒と、を備え、
　前記表裏２枚の表面材は、各蝶番の前記２本の保持棒間を通るようにして配設されてい
ることを特徴とする間仕切り装置。
【請求項２】
　前記表裏２枚の表面材は、各蝶番の前記２本の保持棒間を同一法則で前後方向に交差し
て通るようにして配設されていることを特徴とする、請求項１に記載の間仕切り装置。
【請求項３】
　各蝶番の前記２本の保持棒は、前記表裏２枚の表面材の取り回しにより包まれるように
構成されていることを特徴とする、請求項１又は２に記載の間仕切り装置。
【請求項４】
　前記表裏２枚の表面材は、各蝶番の前記２本の保持棒間の双方で折り返すことにより同
一法則で前後方向に交差して通るようにして配設されていることを特徴とする、請求項３
に記載の間仕切り装置。
【請求項５】
　前記蝶番は、それぞれ前記フレームが左右方向に隣り合う２本のフレームにおける接続
対象の一対の端部のうち少なくとも一方を相対スライド移動可能、且つ相対回動可能に接
続していることを特徴とする、請求項１から４のいずれか一項に記載の間仕切り装置。
【請求項６】
　前記表裏２枚の表面材は、当該折り畳み部位間ごとに板材を挟み込んで構成されている
ことを特徴とする、請求項１から５のいずれか一項に記載の間仕切り装置。
【請求項７】
　前記板材は、少なくとも断熱機能を有することを特徴とする、請求項６に記載の間仕切
り装置。
【請求項８】
　前記板材は、前記表裏２枚の表面材に対し貼付して保持されるか、又は前記表裏２枚の
表面材の上部で吊下支持されていることを特徴とする、請求項６又は７に記載の間仕切り
装置。
【請求項９】
　前記表裏２枚の表面材は、１枚の表面材を前記カーテン材の一端部で折り返して構成さ
れていることを特徴とする、請求項１から８のいずれか一項に記載の間仕切り装置。
【請求項１０】
　前記カーテン材が枠体に対して開閉可能に吊下支持され、前記カーテン材の開閉方向の
一端部又は両端部に框が設けられていることを特徴とする、請求項１から９のいずれか一
項に記載の間仕切り装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、カーテン材を用いた間仕切り装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に、カーテン材を用いた間仕切り装置として、カーテンレールやアコーディオン
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カーテン等がある。
【０００３】
　一般的なアコーディオンカーテンのカーテン材は、パンタグラフ状に伸縮自在な骨組み
の連結部位を構成する複数の蝶番が配設されるとともに、各蝶番を覆うように合成樹脂等
の表裏２枚の表面材が当該骨組みに取着されている。当該複数の蝶番は、ハンガーレール
等の枠体に吊下支持されるものと、吊下支持されないものが交互に配設されている。そし
て、カーテン材を当該枠体に沿って移動操作することにより、カーテン材の引き出し、或
いは畳み込みが可能となっている。
【０００４】
　また、間仕切り装置の一種として、そのカーテン材が、略くの字状に折り畳み可能に複
数の蝶番が配設されるとともに、１枚の表面材に対し所定間隔で芯材を縫製し、各芯材を
それぞれの蝶番に引掛ける等で取着するものもある。
【０００５】
　このような間仕切り装置の一種として、そのカーテン材を構成する際に、少なくとも一
方が通気性を持つ表裏２枚の表面材によって、上下方向に長尺な板状の吸音性部材を所定
間隔でサンドイッチ状に挟み込み、カーテン材の全体をその開閉方向に略くの字状に折り
畳み可能に構成したものが開示されている（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】実開平６－７７６７１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　特許文献１の技法では、表裏２枚の表面材によって板状の吸音性部材を所定間隔で挟み
込み、略くの字状に折り畳み可能とするために、当該吸音性部材の左右両端に位置する折
り曲げ可能部毎に、当該表裏２枚の表面材同士を、ミシンによる縫い込み等によって結合
する必要があり、製作工程が煩雑化するという問題がある。
【０００８】
　また、特許文献１の技法のように当該表裏２枚の表面材同士を結合する技法では、板材
を所定間隔で挟み込んだ時に、当該表裏２枚の表面材にシワやふくらみが発生することも
あり、意匠性を損なう。そのようなふくらみが発生するのを抑制しつつ当該表裏２枚の表
面材同士を結合することは容易ではなく、また、当該結合してしまった後では、そのよう
なふくらみが無くなるように調節することもできない。
【０００９】
　そこで、本発明の目的は、上述の問題に鑑みて、表裏２枚の表面材を有するカーテン材
の組立性、及び意匠性を向上させた間仕切り装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の間仕切り装置は、折り畳み可能としたカーテン材を備える間仕切り装置であっ
て、前記カーテン材は、表裏２枚の表面材と、前記表裏２枚の表面材の各面が対面するよ
うに並設した状態で前記表裏２枚の表面材を掴持するフレームと、前記表裏２枚の表面材
の折り畳み部位にて、当該フレームの端部を回動可能に支持する蝶番と、前記蝶番に支持
される上下方向に延在する２本の保持棒と、を備え、前記表裏２枚の表面材は、各蝶番の
前記２本の保持棒間を通るようにして配設されていることを特徴とする。
【００１１】
　また、本発明の間仕切り装置において、前記表裏２枚の表面材は、各蝶番の前記２本の
保持棒間を同一法則で前後方向に交差して通るようにして配設されていることを特徴とす
る。
【００１２】
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　また、本発明の間仕切り装置において、各蝶番の前記２本の保持棒は、前記表裏２枚の
表面材の取り回しにより包まれるように構成されていることを特徴とする。
【００１３】
　また、本発明の間仕切り装置において、前記表裏２枚の表面材は、各蝶番の前記２本の
保持棒間の双方で折り返すことにより同一法則で前後方向に交差して通るようにして配設
されていることを特徴とする。
【００１４】
　また、本発明の間仕切り装置において、前記蝶番は、それぞれ前記フレームが左右方向
に隣り合う２本のフレームにおける接続対象の一対の端部のうち少なくとも一方を相対ス
ライド移動可能、且つ相対回動可能に接続していることを特徴とする。
【００１５】
　また、本発明の間仕切り装置において、前記表裏２枚の表面材は、当該折り畳み部位間
ごとに板材を挟み込んで構成されていることを特徴とする。
【００１６】
　また、本発明の間仕切り装置において、前記板材は、少なくとも断熱機能を有すること
を特徴とする。
【００１７】
　また、本発明の間仕切り装置において、前記板材は、前記表裏２枚の表面材に対し貼付
して保持されるか、又は前記表裏２枚の表面材の上部で吊下支持されていることを特徴と
する。
【００１８】
　また、本発明の間仕切り装置において、前記表裏２枚の表面材は、１枚の表面材を前記
カーテン材の一端部で折り返して構成されていることを特徴とする。
【００１９】
　また、本発明の間仕切り装置において、前記カーテン材が枠体に対して開閉可能に吊下
支持され、前記カーテン材の開閉方向の一端部又は両端部に框が設けられていることを特
徴とする。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明によれば、表裏２枚の表面材を有するカーテン材の組立性を向上させ、且つ意匠
性を向上させた間仕切り装置を構成することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明による第１実施形態の間仕切り装置の概略構成を示す斜視図である。
【図２】（ａ）,（ｂ）,（ｃ）は、それぞれ本発明による第１実施形態の間仕切り装置の
概略構成を示す透視上面図、部分正面図、及び透視下面図である。
【図３】（ａ）,（ｂ）,（ｃ）は、それぞれ本発明による第１実施形態の間仕切り装置に
おける構成例１，２，３のＡ－Ａ’断面図である。
【図４】（ａ）,（ｂ）は、それぞれ本発明による第１実施形態の間仕切り装置における
畳み込み時の概略構成を部分的に別角度で示す斜視図であり、（ｃ）,（ｄ）は、それぞ
れ本発明による第１実施形態の間仕切り装置における畳み込み時の概略構成を部分的に示
す透視上面図、及び上面図である。
【図５】（ａ）乃至（ｄ）は、それぞれ本発明による第１実施形態の間仕切り装置におけ
る実施例１の概略構成を部分的に示す非畳み込み時の上面図、正面図、及びそのＢ－Ｂ’
断面図、並びに、畳み込み時の透視上面図及び上面図である。
【図６】（ａ）乃至（ｄ）は、それぞれ本発明による第１実施形態の間仕切り装置におけ
る実施例２の概略構成を部分的に示す非畳み込み時の上面図、正面図、及びそのＣ－Ｃ’
断面図、並びに、畳み込み時の透視上面図及び上面図である。
【図７】（ａ）乃至（ｄ）は、それぞれ本発明による第１実施形態の間仕切り装置におけ
る実施例３の概略構成を部分的に示す非畳み込み時の上面図、正面図、及びそのＤ－Ｄ’
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断面図、並びに、畳み込み時の透視上面図及び上面図である。
【図８】本発明による第２実施形態の間仕切り装置の概略構成を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、図面を参照して、本発明による各実施形態の間仕切り装置を説明する。尚、本願
明細書中、図１に示す間仕切り装置の斜視図に対して、図示上方及び図示下方を上方向（
又は上側）及び下方向（又は下側）と定義し、図示左方向を間仕切り装置の左側、及び、
図示右方向を間仕切り装置の右側と定義して説明する。また、図１の正面図を視認する側
を前側（室内側）とし、その反対側を後側（室外側）とする。
【００２３】
〔第１実施形態〕
　図１は、本発明による第１実施形態の間仕切り装置の概略構成を示す斜視図である。
　本実施形態の間仕切り装置は、等間隔で折り畳み可能とした伸縮自在のカーテン材１か
らなり、図１においては２つのカーテン材１（即ち、２つの間仕切り装置）を示しており
、その一方は非畳み込み時（図示左方）、他方は畳み込み時の様子を示している（図示右
方）。
【００２４】
　カーテン材１は、表裏２枚の表面材２Ａ，２Ｂ（表側の表面材２Ａ及び裏側の表面材２
Ｂ）と、その表裏２枚の表面材２Ａ，２Ｂの各面が対面するように並設した状態で表裏２
枚の表面材２Ａ，２Ｂを折り畳み可能に区分するように、表裏２枚の表面材２Ａ，２Ｂの
上端及び下端をそれぞれ掴持する上下一対のフレーム３と、表裏２枚の表面材２Ａ，２Ｂ
の折り畳み部位にて、当該上下一対のフレーム３の端部を回動可能に支持する上下一対の
蝶番４と、上下一対の蝶番４間で上下方向に延在する２本の保持棒５Ａ，５Ｂと、を備え
る。
【００２５】
　特に、図１に示すカーテン材１では、表裏２枚の表面材２Ａ，２Ｂが、上下一対の蝶番
４の各々にて、２本の保持棒５Ａ，５Ｂ間を通るようにして配設されている。このため、
カーテン材１の正面視では保持棒５Ａのみが視認でき、保持棒５Ｂは視認できない。逆に
、カーテン材１の背面視では保持棒５Ｂのみが視認でき、保持棒５Ａは視認できないよう
になっている。
【００２６】
　尚、図１では、２つのカーテン材１をハンガーレール１０で吊下し、ハンガーレール１
０の長尺方向へと開閉可能に支持可能とした例を示しているが、このようなハンガーレー
ル１０は無くともよく、１つのカーテン材１を１つの間仕切り装置として、所謂、屏風の
ように用いることができる。カーテン材１をハンガーレール１０で吊下するときは、例え
ば図１に示すように、カーテン材１における上側のフレーム３の上面中央にランナー１１
を設け、ハンガーレール１０で各ランナー１１を支持することで、カーテン材１を開閉可
能に吊下支持する構成とすることができる。
【００２７】
　より具体的に、図２乃至図４を参照して、カーテン材１の構成について説明する。図２
（ａ）,（ｂ）,（ｃ）は、それぞれ本実施形態の間仕切り装置（カーテン材１）の概略構
成を示す透視上面図、部分正面図、及び透視下面図であり、図３（ａ）,（ｂ）,（ｃ）は
、構成例１，２，３の図２に示すＡ－Ａ’断面図である。また、図４（ａ）,（ｃ）は、
それぞれ本実施形態の間仕切り装置（カーテン材１）における畳み込み時の概略構成を部
分的に別角度で示す斜視図であり、図４（ｂ）,（ｄ）は、それぞれ本実施形態の間仕切
り装置（カーテン材１）における畳み込み時の概略構成を部分的に示す透視上面図、及び
上面図である。
【００２８】
　まず、図２（ｂ）に示すように、カーテン材１は、例えばレザー生地等からなる表裏２
枚の表面材２Ａ，２Ｂ（表側の表面材２Ａ及び裏側の表面材２Ｂ）が重ね合わせられてお
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り、表裏２枚の表面材２Ａ，２Ｂの上端及び下端をそれぞれ掴持する上下一対のフレーム
３によって、その表裏２枚の表面材２Ａ，２Ｂが等間隔で区分されている。表裏２枚の表
面材２Ａ，２Ｂが等間隔で区分されると、丁度、パネル状になる。表裏２枚の表面材２Ａ
，２Ｂ（表側の表面材２Ａ及び裏側の表面材２Ｂ）はそれぞれ別素材又は別柄を有するも
のでもよいし、同一素材又は同一柄を有するものでもよい。また、フレーム３は、図３を
参照して後述する断面凹状を有し合成樹脂で成形されている。
【００２９】
　フレーム３の左右方向の両端部には回動軸片３ａが設けられ、隣り合う２本のフレーム
３にて近接して対を為す一対の回動軸片３ａを１つの蝶番４により相対回動可能に接続し
ている。この接続のために、本例では固定ネジ６を用いている。蝶番４と回動軸片３ａに
は、それぞれ固定ネジ６のネジ部分を貫通可能な貫通孔４ｂ，３ｂ（図５乃至図７で後述
する）が設けられ、固定ネジ６の頭部分は蝶番４で保持される。
【００３０】
　これにより、上下一対の蝶番４が、当該上下一対のフレーム３の端部を回動可能に支持
している。このため、カーテン材１は、伸縮自在で、且つ等間隔で折り畳み可能に規制さ
れる。
【００３１】
　また、上下一対の蝶番４間では、２本の保持棒５Ａ，５Ｂが上下方向に延在して設けら
れている。２本の保持棒５Ａ，５Ｂは、それぞれ円柱状の金属材料で構成され、各保持棒
５Ａ，５Ｂの上端及び下端は、それぞれ対応する固定ネジ６のネジ部分により固定されて
いる。
【００３２】
　そして、図２（ａ），（ｂ）に示すように、表裏２枚の表面材２Ａ，２Ｂが、上下一対
の蝶番４の各々にて、２本の保持棒５Ａ，５Ｂ間を通るようにして配設されている。特に
、本例では、表裏２枚の表面材２Ａ，２Ｂが、全ての上下一対の蝶番４の各々における２
本の保持棒５Ａ，５Ｂ間を同一法則で前後方向に交差して通るようにして配設されている
。
【００３３】
　また、図２（ａ），（ｂ），（ｃ）に示すように、本例では、各上下一対のフレーム３
で区分された表裏２枚の表面材２Ａ，２Ｂ間（つまり、折り畳み部位間）には板材７を挟
み込んでいる。この板材７は、好適には、プラスチックダンボール（単に「プラダン」と
も称される）を用いる。プラダンは軽く、水・油にも強く丈夫で長持ちするため、軽量、
高耐久性、低変形性を有する他、本実施形態の間仕切り装置としては有用な、中空構造に
よる断熱効果を奏する断熱機能を有するものとなる。
【００３４】
　ただし、用途によっては、各上下一対のフレーム３で区分された表裏２枚の表面材２Ａ
，２Ｂ間に板材７を挟み込んでいなくともよい。
【００３５】
　例えば、図３（ａ）に示す構成例１のように、図２に示すＡ－Ａ’断面として、板材７
の表面７ａに表面材２Ａを貼付するとともに板材７の裏面７ｂに表面材２Ｂを貼付してお
く。そして、断面凹状を有する上下一対のフレーム３によって、各フレーム３の側壁内面
３１でその表裏２枚の表面材２Ａ，２Ｂを貼付した板材７を非接着で前後方向に挟み込む
ことで掴持する形態とすることができる。
【００３６】
　また、図３（ｂ）に示す構成例２のように、図２に示すＡ－Ａ’断面として、板材７に
対し表裏２枚の表面材２Ａ，２Ｂを貼付することなく、断面段差凹状を有する上下一対の
フレーム３によって、各フレーム３の段差側壁内面３０で板材７を非接着で前後方向に挟
み込み、各フレーム３の側壁内面３１と板材７で表裏２枚の表面材２Ａ，２Ｂを非接着で
前後方向に挟み込むことで掴持する形態とすることができる。
【００３７】
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　また、図３（ｃ）に示す構成例３のように、図２に示すＡ－Ａ’断面として、板材７を
用いることなく、断面凹状を有する上下一対のフレーム３によって、各フレーム３の側壁
内面３１で表裏２枚の表面材２Ａ，２Ｂを取着（テープや弼による接着、面ファスナーに
よる結合、又は弾性爪等を利用した固定を含む）することで掴持する形態とすることがで
きる。このように板材７を用いない場合でも、表裏２枚の表面材２Ａ，２Ｂ間に空間がで
き、その中空構造による断熱機能を有するものとなる。
【００３８】
　そして、図２に示す構成のカーテン材１は、図４（ａ），（ｃ）の斜視図で示すように
、カーテン材１の上端側の蝶番４が、固定ネジ６を利用してカーテン材１の上端側のフレ
ーム３の端部の回動軸片３ａを回動可能に支持し、その固定ネジ６によって２本の保持棒
５Ａ，５Ｂの上端が保持されている（カーテン材１の下端側も同様）。更に、図４（ａ）
に示すように、２本の保持棒５Ａ，５Ｂの上端が、それぞれ対応する固定ネジ６のネジ部
分６ａにより固定され（カーテン材１の下端側も同様）、図４（ａ），（ｃ）に示すよう
に、表裏２枚の表面材２Ａ，２Ｂが、上下一対の蝶番４の各々にて、２本の保持棒５Ａ，
５Ｂ間を通るようにして配設されている。
【００３９】
　このため、２本の保持棒５Ａ，５Ｂ間を２枚の表面材２Ａ，２Ｂが通るようにしても、
更に、各上下一対のフレーム３で区分された表裏２枚の表面材２Ａ，２Ｂ間には板材７を
挟み込んだ状態でも、図４（ｂ）の透視上面図、及び図４（ｄ）の上面図で示すように、
カーテン材１を、蝶番４を軸に規則正しく畳み込むことができる。
【００４０】
　尚、各蝶番４にて端部が接続される隣り合うフレーム３は、その蝶番４に対し隣り合う
フレーム３がほぼ重なった状態で略１８０°の範囲で相対回動可能となるため、カーテン
材１の畳み込みの形態として、図１や図４（ｂ），（ｄ）の例に限らず、種々の畳み込み
方が可能である。例えば、図２（ｂ）を参照して、左右方向に右側・中央側・左側の３つ
の上下一対の蝶番４を考量したとき、中央側の蝶番４は畳み込まずに、右側及び左側の上
下一対の蝶番４を畳み込むようにして、規則正しく畳み込むこともできる。
【００４１】
　また、説明の便宜上、正面側から視認される表面材２Ａ及び保持棒５Ａと、背面側から
視認される表面材２Ｂ及び保持棒５Ｂとして区別しているが、カーテン材１は、正面視で
も背面視でも同じように視認され、更にカーテン材１を上下にひっくり返しても保持棒５
Ａ，５Ｂの位置関係が逆転する点を除き、ほぼ同じように視認される。即ち、利用者は、
前後・上下を気に掛けることなく、自在に畳み込み、或いは立てかけてカーテン材１を間
仕切り装置として利用できる。
【００４２】
　このように、本実施形態の間仕切り装置として機能するカーテン材１は、当該表裏２枚
の表面材２Ａ，２Ｂ同士を上下一対のフレーム３で区分するようにしたため、従来技法の
ようなミシンによる縫い込み等によって結合する必要がなく、製作工程が簡略化するよう
になる。
【００４３】
　また、本実施形態の間仕切り装置として機能するカーテン材１は、表裏２枚の表面材２
Ａ，２Ｂが、上下一対の蝶番４の各々にて、２本の保持棒５Ａ，５Ｂ間を通るようにして
配設されるようにしたため、例えば板材７を挟み込んだ場合でも、従来技法のようなミシ
ンによる縫い込み等によって結合するものとは異なり、当該表裏２枚の表面材２Ａ，２Ｂ
にシワやふくらみが発生するのを抑制することができ、また、組立後に、そのようなふく
らみが無くなるように調節することもできる。
【００４４】
　従って、本実施形態によれば、カーテン材１を構成する表裏２枚の表面材２Ａ，２Ｂに
おけるふくらみを抑制し、且つ容易に調整可能となるため、表裏２枚の表面材２Ａ，２Ｂ
を有するカーテン材１の組立性を向上させ、且つ意匠性を向上させた間仕切り装置を構成
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することができる。
【００４５】
　以下、図１乃至図４を参照して説明した第１実施形態の間仕切り装置を構成するカーテ
ン材１の変形例として、より好適な各実施例を順に説明する。
【００４６】
（実施例１）
　図５（ａ）乃至（ｅ）は、それぞれ本発明による第１実施形態の間仕切り装置（カーテ
ン材１）における実施例１の概略構成を部分的に示す非畳み込み時の上面図、正面図、及
びそのＢ－Ｂ’断面図、並びに、畳み込み時の透視上面図及び上面図である。
【００４７】
　図５に示す実施例１は、図１乃至図４を参照して説明したカーテン材１の構成と比較し
て、固定ネジ６の頭部分が正面視及び背面視で視認できないように、蝶番４に対し固定ネ
ジ６の頭部分を埋設させて、その意匠性を向上させた点のみが相違し、その他の構成は同
様である。
【００４８】
　即ち、図５（ａ），（ｂ），（ｅ）に示すように、蝶番４には、各固定ネジ６の頭部分
を埋設させるための穿溝４ａが形成されている。表裏２枚の表面材２Ａ，２Ｂが等間隔で
区分する上下一対のフレーム３の左右方向の両端部には回動軸片３ａが設けられ、隣り合
う２本のフレーム３にて近接して対を為す一対の回動軸片３ａを１つの蝶番４により相対
回動可能に接続している。この接続のために、本例では固定ネジ６を用いており、蝶番４
と回動軸片３ａには、それぞれ固定ネジ６のネジ部分６ａを貫通可能な貫通孔４ｂ，３ｂ
が設けられ、固定ネジ６の頭部分は蝶番４の穿溝４ａで保持され、且つ埋設される。
【００４９】
　図５に示す実施例１においても、図１乃至図４を参照して説明したカーテン材１の構成
と同様、図５（ｂ），（ｃ），（ｄ）に示すように、上下一対の蝶番４間では、２本の保
持棒５Ａ，５Ｂが上下方向に延在して設けられ、各保持棒５Ａ，５Ｂの上端及び下端は、
それぞれ対応する固定ネジ６のネジ部分６ａにより固定されている。
【００５０】
　そして、表裏２枚の表面材２Ａ，２Ｂが、上下一対の蝶番４の各々にて、２本の保持棒
５Ａ，５Ｂ間を通るようにして配設されている。特に、本例では、表裏２枚の表面材２Ａ
，２Ｂが、全ての上下一対の蝶番４の各々における２本の保持棒５Ａ，５Ｂ間を同一法則
で前後方向に交差して通るようにして配設されている。
【００５１】
　また、図５（ｃ），（ｄ）に示すように、本例では、各上下一対のフレーム３で区分さ
れた表裏２枚の表面材２Ａ，２Ｂ間にはプラダン等による少なくとも断熱機能を有する板
材７を挟み込んでいるが、用途によっては、各上下一対のフレーム３で区分された表裏２
枚の表面材２Ａ，２Ｂ間に板材７を挟み込んでいなくともよい。
【００５２】
　このような構成としたため、２本の保持棒５Ａ，５Ｂ間を２枚の表面材２Ａ，２Ｂが通
るようにしても、更に、各上下一対のフレーム３で区分された表裏２枚の表面材２Ａ，２
Ｂ間には板材７を挟み込んだ状態でも、図５（ｄ）の透視上面図、及び図５（ｅ）の上面
図で示すように、カーテン材１を、蝶番４を軸に規則正しく畳み込むことができる。
【００５３】
　このように、図５に示す実施例１のカーテン材１は、当該表裏２枚の表面材２Ａ，２Ｂ
同士を上下一対のフレーム３で区分するようにしたため、従来技法のようなミシンによる
縫い込み等によって結合する必要がなく、製作工程が簡略化するようになる。
【００５４】
　また、図５に示す実施例１のカーテン材１は、表裏２枚の表面材２Ａ，２Ｂが、上下一
対の蝶番４の各々にて、２本の保持棒５Ａ，５Ｂ間を通るようにして配設されるようにし
たため、例えば板材７を挟み込んだ場合でも、従来技法のようなミシンによる縫い込み等
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によって結合するものとは異なり、当該表裏２枚の表面材２Ａ，２Ｂにシワやふくらみが
発生するのを抑制することができ、また、組立後に、そのようなふくらみが無くなるよう
に調節することもできる。
【００５５】
　従って、図５に示す実施例１のカーテン材１は、図１乃至図４を参照して説明したカー
テン材１の構成による利点を全て包含した上で、当該固定ネジ６の頭部分が正面視及び背
面視で視認できないようにして、より意匠性を向上させることができる。
【００５６】
（実施例２）
　図６（ａ）乃至（ｄ）は、それぞれ本発明による第１実施形態の間仕切り装置（カーテ
ン材１）における実施例２の概略構成を部分的に示す非畳み込み時の上面図、正面図、及
びそのＣ－Ｃ’断面図、並びに、畳み込み時の透視上面図及び上面図である。
【００５７】
　図６に示す実施例２は、図５を参照して説明した実施例１のカーテン材１の構成と比較
して、２本の保持棒５Ａ，５Ｂが正面視及び背面視で視認できないように、表裏２枚の表
面材２Ａ，２Ｂの取り回しにより包まれるように構成している点に特徴を有し、その意匠
性を向上させた点のみが相違し、その他の構成は同様である。
【００５８】
　即ち、図６（ｃ），（ｄ）に示すように、表裏２枚の表面材２Ａ，２Ｂが、２本の保持
棒５Ａ，５Ｂを正面視及び背面視で視認できないように包み込むようにして取り回されて
いる。より具体的には、表裏２枚の表面材２Ａ，２Ｂは、各蝶番４の２本の保持棒５Ａ，
５Ｂ間の双方で折り返すことにより同一法則で前後方向に交差して通るようにして配設さ
れている。
【００５９】
　そして、図６（ａ），（ｂ），（ｅ）に示すように、図５に示す実施例１と同様、蝶番
４には、各固定ネジ６の頭部分を埋設させるための穿溝４ａが形成されている。表裏２枚
の表面材２Ａ，２Ｂが等間隔で区分する上下一対のフレーム３の左右方向の両端部には回
動軸片３ａが設けられ、隣り合う２本のフレーム３にて近接して対を為す一対の回動軸片
３ａを１つの蝶番４により相対回動可能に接続している。この接続のために、本例では固
定ネジ６を用いており、蝶番４と回動軸片３ａには、それぞれ固定ネジ６のネジ部分６ａ
を貫通可能な貫通孔４ｂ，３ｂが設けられ、固定ネジ６の頭部分は蝶番４の穿溝４ａで保
持され、且つ埋設される。
【００６０】
　図６に示す実施例２においても、図１乃至図４を参照して説明したカーテン材１の構成
と同様、図５（ｂ），（ｃ），（ｄ）に示すように、上下一対の蝶番４間では、２本の保
持棒５Ａ，５Ｂが上下方向に延在して設けられ、各保持棒５Ａ，５Ｂの上端及び下端は、
それぞれ対応する固定ネジ６のネジ部分６ａにより固定されている。
【００６１】
　そして、表裏２枚の表面材２Ａ，２Ｂが、上下一対の蝶番４の各々にて、２本の保持棒
５Ａ，５Ｂ間を通るようにして配設されている。ただし、実施例２では、図６（ｃ），（
ｄ）に示すように、表裏２枚の表面材２Ａ，２Ｂが、全ての上下一対の蝶番４の各々にお
ける２本の保持棒５Ａ，５Ｂ間を同一法則で包み込むようにして取り回されており、２本
の保持棒５Ａ，５Ｂを正面視及び背面視で視認できないようにして、その意匠性を向上さ
せている。
【００６２】
　また、図６（ｃ），（ｄ）に示すように、本例では、各上下一対のフレーム３で区分さ
れた表裏２枚の表面材２Ａ，２Ｂ間にはプラダン等による少なくとも断熱機能を有する板
材７を挟み込んでいるが、用途によっては、各上下一対のフレーム３で区分された表裏２
枚の表面材２Ａ，２Ｂ間に板材７を挟み込んでいなくともよい。
【００６３】
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　このような構成としたため、２本の保持棒５Ａ，５Ｂ間を２枚の表面材２Ａ，２Ｂが通
るようにしても、更に、各上下一対のフレーム３で区分された表裏２枚の表面材２Ａ，２
Ｂ間には板材７を挟み込んだ状態でも、図６（ｄ）の透視上面図、及び図６（ｅ）の上面
図で示すように、カーテン材１を、蝶番４を軸に規則正しく畳み込むことができる。
【００６４】
　このように、図６に示す実施例２のカーテン材１は、当該表裏２枚の表面材２Ａ，２Ｂ
同士を上下一対のフレーム３で区分するようにしたため、従来技法のようなミシンによる
縫い込み等によって結合する必要がなく、製作工程が簡略化するようになる。
【００６５】
　また、図６に示す実施例２のカーテン材１は、表裏２枚の表面材２Ａ，２Ｂが、上下一
対の蝶番４の各々にて、２本の保持棒５Ａ，５Ｂ間を通るようにして配設されるようにし
たため、例えば板材７を挟み込んだ場合でも、従来技法のようなミシンによる縫い込み等
によって結合するものとは異なり、当該表裏２枚の表面材２Ａ，２Ｂにシワやふくらみが
発生するのを抑制することができ、また、組立後に、そのようなふくらみが無くなるよう
に調節することもできる。
【００６６】
　従って、図６に示す実施例２のカーテン材１は、実施例１の構成による利点を全て包含
した上で、当該２本の保持棒５Ａ，５Ｂが正面視及び背面視で視認できないようにして、
より意匠性を向上させることができる。尚、この実施例２の特徴について、図１乃至図４
を参照して説明したカーテン材１の構成（当該固定ネジ６の頭部分が正面視又は背面視で
視認できる構成）に対して適用した更なる実施例とすることができる。
【００６７】
（実施例３）
　図７（ａ）乃至（ｅ）は、それぞれ本発明による第１実施形態の間仕切り装置（カーテ
ン材１）における実施例３の概略構成を部分的に示す非畳み込み時の上面図、正面図、及
びそのＤ－Ｄ’断面図、並びに、畳み込み時の透視上面図及び上面図である。
【００６８】
　図７に示す実施例３は、図６を参照して説明した実施例２のカーテン材１の構成と比較
して、上下一対のフレーム３が左右方向に隣り合う２本のフレーム３における接続対象の
端部として近接して対を為す一対の回動軸片３ａを接続する蝶番４について、当該一対の
回動軸片３ａのうち一方を相対スライド移動可能、且つ相対回動可能に接続し、他方を相
対スライド移動不能、且つ相対回動可能に接続している点に特徴を有している点のみが相
違し、その他の構成は同様である。図７に示す実施例３の構成では、当該蝶番４による表
裏２枚の表面材２Ａ，２Ｂの折り畳み自由度を向上させることができ、且つ非折り畳み時
における表裏２枚の表面材２Ａ，２Ｂの弛みをより抑制させることができる。
【００６９】
　即ち、図７（ａ），（ｂ），（ｅ）に示すように、隣り合う２本のフレーム３にて近接
して対を為す一対の回動軸片３ａを接続する蝶番４は、当該一対の回動軸片３ａのうち一
方を直線的に相対スライド移動可能とした状態で相対回動可能に接続し、他方を相対スラ
イド移動不能、且つ相対回動可能に接続している。
【００７０】
　図７に示す実施例３においても、図７（ａ），（ｂ），（ｅ）に示すように、表裏２枚
の表面材２Ａ，２Ｂが等間隔で区分する上下一対のフレーム３の左右方向の両端部には回
動軸片３ａが設けられ、隣り合う２本のフレーム３にて近接して対を為す一対の回動軸片
３ａを１つの蝶番４により相対回動可能に接続している。この接続のために、本例では固
定ネジ６を用いており、蝶番４と回動軸片３ａには、それぞれ固定ネジ６のネジ部分６ａ
を貫通可能な貫通孔４ｂ，３ｂが設けられ、固定ネジ６の頭部分は蝶番４の穿溝４ａで保
持され、且つ埋設される。
【００７１】
　また、図７に示す実施例３では、実施例２の構成と同様、図７（ｂ），（ｃ），（ｄ）
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に示すように、上下一対の蝶番４間では、２本の保持棒５Ａ，５Ｂが上下方向に延在して
設けられ、各保持棒５Ａ，５Ｂの上端及び下端は、それぞれ対応する固定ネジ６のネジ部
分６ａにより固定されている。
【００７２】
　そして、表裏２枚の表面材２Ａ，２Ｂが、上下一対の蝶番４の各々にて、２本の保持棒
５Ａ，５Ｂ間を通るようにして配設されている。ただし、実施例３では、図７（ｃ），（
ｄ）に示すように、表裏２枚の表面材２Ａ，２Ｂが、全ての上下一対の蝶番４の各々にお
ける２本の保持棒５Ａ，５Ｂ間を同一法則で包み込むようにして取り回されており、２本
の保持棒５Ａ，５Ｂを正面視及び背面視で視認できないようにして、その意匠性を向上さ
せている。
【００７３】
　また、図７（ｃ），（ｄ）に示すように、本例では、各上下一対のフレーム３で区分さ
れた表裏２枚の表面材２Ａ，２Ｂ間にはプラダン等による少なくとも断熱機能を有する板
材７を挟み込んでいるが、用途によっては、各上下一対のフレーム３で区分された表裏２
枚の表面材２Ａ，２Ｂ間に板材７を挟み込んでいなくともよい。
【００７４】
　ただし、図７に示す実施例３では、図７（ａ）に示すように、蝶番４には、各固定ネジ
６の頭部分を埋設させるための一対の穿溝４ａが形成されているが、その一対の穿溝４ａ
のうち一方は円形で、他方は楕円形となっている。また、その一対の穿溝４ａの形状に合
わせて、固定ネジ６のネジ部分６ａを貫通可能な蝶番４の一対の貫通孔４ｂの形状も、一
方は円形で、他方は楕円形となっている。
【００７５】
　このため、当該蝶番４による表裏２枚の表面材２Ａ，２Ｂの折り畳み自由度を向上させ
ることに伴って、当該２本の保持棒５Ａ，５Ｂの折り畳み自由度を向上させることができ
る。
【００７６】
　従って、図７に示す実施例３では、２本の保持棒５Ａ，５Ｂ間を２枚の表面材２Ａ，２
Ｂが通るようにしても、更に、各上下一対のフレーム３で区分された表裏２枚の表面材２
Ａ，２Ｂ間には板材７を挟み込んだ状態でも、図７（ｄ）の透視上面図、及び図７（ｅ）
の上面図で示すように、カーテン材１を、よりスムーズに、蝶番４を軸に規則正しく畳み
込むことができる。
【００７７】
　このように、図７に示す実施例３のカーテン材１は、当該表裏２枚の表面材２Ａ，２Ｂ
同士を上下一対のフレーム３で区分するようにしたため、従来技法のようなミシンによる
縫い込み等によって結合する必要がなく、製作工程が簡略化するようになる。
【００７８】
　また、図７に示す実施例２のカーテン材１は、表裏２枚の表面材２Ａ，２Ｂが、上下一
対の蝶番４の各々にて、２本の保持棒５Ａ，５Ｂ間を通るようにして配設されるようにし
たため、例えば板材７を挟み込んだ場合でも、従来技法のようなミシンによる縫い込み等
によって結合するものとは異なり、当該表裏２枚の表面材２Ａ，２Ｂにシワやふくらみが
発生するのを抑制することができ、また、組立後に、そのようなふくらみが無くなるよう
に調節することもできる。
【００７９】
　従って、図７に示す実施例３のカーテン材１は、実施例２の構成による利点を全て包含
した上で、カーテン材１を、よりスムーズに、蝶番４を軸に規則正しく畳み込むことがで
きる。
【００８０】
　尚、実施例３に係る蝶番４について、当該一対の回動軸片３ａの双方を相対スライド移
動可能、且つ相対回動可能に接続する構成としてもよいし、図示するように直線的なスラ
イド移動に限定する必要はない。また、この実施例３の特徴について、図１乃至図４を参
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照して説明したカーテン材１の構成（当該固定ネジ６の頭部分が正面視又は背面視で視認
できる構成）、又は実施例１に対して適用した更なる実施例とすることができる。
【００８１】
〔第２実施形態〕
　図８は、本発明による第２実施形態の間仕切り装置の概略構成を示す斜視図である。
　図８に示す第２実施形態の間仕切り装置は、カーテン材１をハンガーレール１０等の枠
体で吊下するときに、そのカーテン材１の開閉方向（左右方向）の両端部（一端部でもよ
い）に框１２を設けた構成とすることができる。
【００８２】
　図８に示す例では、各框１２に対して蝶番４を介して直接接続される上下一対の端部フ
レーム３Ｅは、各框１２に直接接続されていない他のフレーム３と比較して、その長尺方
向の長さがほぼ半分となるようにしている。従って、上下一対の端部フレーム３Ｅで形成
されるパネル状の部分は、上下一対のフレーム３で形成されるパネル状の部分の大きさが
ほぼ半分になる。
【００８３】
　このように構成することで、カーテン材１をハンガーレール１０で吊下するときに、例
えば、図８に示すように左右一対のカーテン材１により両開きとした間仕切り装置を構成
すると、当該左右一対のカーテン材１における開閉方向の各一端部を互いにぴったりと合
わせることができ、当該左右一対のカーテン材１における開閉方向の各他端部を、当該左
右一対のカーテン材１を設置する側壁に対し、ぴったりと合わせることができる。
【００８４】
　また、１つのカーテン材１により片開きとした間仕切り装置を構成するときも、当該カ
ーテン材１の開閉方向（左右方向）の両端部を側壁にぴったりと合わせることができる。
【００８５】
　このように、カーテン材１の開閉方向（左右方向）の一端部又は両端部に框１２を設け
ることで、意匠性が向上し、且つ室内の断熱性を高めることができる。
【００８６】
　以上、特定の実施形態の例を挙げて本発明を説明したが、本発明は前述の実施形態の例
に限定されるものではなく、その技術思想を逸脱しない範囲で種々変形可能である。例え
ば、上述した実施形態の説明において、表裏２枚の表面材２Ａ，２Ｂを別個の素材として
説明したが、１枚の表面材をカーテン材１の一端部で折り返して表裏２枚の表面材２Ａ，
２Ｂとして構成したものでもよい。
【００８７】
　また、上述した実施形態の例では、上下一対のフレーム３及び上下一対の蝶番４を例示
して説明したが、このようなフレーム３及び蝶番４はカーテン材１の上側のみ設け、ハン
ガーレール１０等の枠体で吊下する構成としてもよい。更に、１つ又は複数の蝶番４を、
複数のカーテン材１における互いに隣接する上端部、下端部、或いは上端部と下端部との
間に設けて、複数のカーテン材１を接続する構成としてもよい。
【００８８】
　また、上述した実施形態の例では、等間隔で折り畳み可能とした伸縮自在のカーテン材
１とした好適例を説明したが、折り畳み可能としたカーテン材１であればよく、必ずしも
等間隔で伸縮自在でなくともよい。
【産業上の利用可能性】
【００８９】
　本発明によれば、表裏２枚の表面材を有するカーテン材の組立性を向上させ、且つ意匠
性を向上させるので、伸縮自在で、且つ等間隔で折り畳み可能な間仕切り装置の用途に有
用である。
【符号の説明】
【００９０】
　１　カーテン材
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　２Ａ，２Ｂ　表裏２枚の表面材
　３　フレーム
　３Ｅ　端部フレーム
　４　蝶番
　５Ａ，５Ｂ　保持棒
　６　固定ネジ
　７　板材
　１０　ハンガーレール
　１１　ランナー
　１２　框

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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